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議題１ 令和８年度農業施策の概要について 
 

参照「令和８年度農業のあらまし」 

 

 

議題２ 明日の農業担い手育成塾の今後の運用について 
 

（１）概要 

・目的 

   一定の農業技術を有する新規就農希望者を塾生として受け入れ、当該 

  塾生が就農できるよう、埼玉県・農協等と協力して支援することにより、 

  農業の担い手の確保・育成を図る。 

 ・特色 

   塾生に対し、指導員を配置したうえで、研修用農地において、研修を 

  実施する。研修期間は２年間とし、露地野菜栽培における実践的な知識 

  及び技術を習得するための支援や、卒塾後に必要となる農地の確保に向 

  けた支援等を行う。 

・圃場 

  所在地：川口市大字差間４６８ 

  面積 ：約３，０００㎡ 

 ・実績 

   １人（令和６年３月～令和８年２月）  

 

（２）明日の農業担い手育成塾の問題点 

  現行の事業内容では、２年間で１名しか育成できず、市内の農業担い手

不足を解消するためのスピード感に課題がある。 

塾生の募集について、埼玉県農業大学校等で PRするも県北地域の圃場に

比べ優位性もなく応募がない状態。 

利用されていない圃場の除草など維持管理にも費用が必要。 

 

（３）今後の案 

多角的な利活用を図るため、農業の担い手の育成と圃場の活用を切り離し、

事業の再編を検討する。 

  

 ・農業の担い手の育成について 

  新規就農者、新規就農希望者に対し、アドバイザーとの個別での就農相 

談や実際に農地へのアドバイザーを派遣し、その費用を市が負担する。 
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  ・圃場の活用について農福連携、産学連携の推進 

   生活課題を抱えている市民に対し、農作業や収穫などの非日常体験を通

じ、社会参加や食育、将来の目標や生きがいの創出などを図り生活の質を

向上させる共に農業の魅力を伝える農福連や、農業分野において、企業や

大学・研究機関とが協力して事業に取り組む産学連携といった事業に対し

約３,０００㎡という土地を、分割して貸出しを行う。 

 

■差間圃場の場所（差間立野橋後 468  外 14 筆） 
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■差間圃場の写真 
 

  

  

  

  

 
  



- 4 - 

 

議題３ 2027 年国際園芸博覧会出展事業について 
 

（１）概要 

世界最高クラス（A1）の国際園芸博覧会。「幸せを創る明日の風景」をテ

ーマに、世界各国から花と緑、そして最先端の環境技術等が集結。 

 

配布資料 2027 年国際園芸博覧会パンフレット 

概要 内容 

名称 GREEN×EXPO2027 

開催場所 旧上瀬谷通信施設（神奈川県横浜市） 

開催期間 2027 年３月 19日（金）～ 2027 年９月 26日（日） 

クラス A１（最上位）クラス 

テーマ 幸せを創る明日の風景 

参加者数 

1,500 万人 

・地域連携や ICT（情報通信技術）活用などの多様

な参加形態を含む 

・有料来場者数：1,000 万人以上 

 

 

（２）川口市参加経緯 

 本市の国際園芸博覧会への出展は1982年のガースパー・プラス国際園芸博

覧会まで遡り、以降、10年毎にオランダで開催された国際園芸博覧会に出展。

2027年国際園芸博覧会でも川口市の花・緑産業の魅力を世界中の人々に広く

知ってもらうべく参加するもの。 
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（３）川口市出展概要 

高品質・高付加価値な川口産の花・緑の展示を通して、技術や魅力を世界

に発信し、本市の花・緑産業のＰＲ及び販路拡大博覧会テーマである「幸せ

を創る明日の風景」を体現するもの。 

 

【屋内出展内容にかかる主な仕様】 

・出展概要 

出展期間：令和９年３月 19日 ～ ３月 28日 

   出展週テーマ：華やかに開幕を祝う春の花々 

   川口市展示名称：「川口の春 、400 年の伝統が咲き誇る（仮）」 

区画及び面積：１区画 15 ㎡（W4.5ｍ×D3.4ｍ） 

（隣接区画感の距離約５㎝、高さ制限：180 ㎝） 

床仕上げ：浸水性アスファルト（ビス等打ち込み不可） 

室温 25度～27 度 

 

＜設営・撤去スケージュール＞２０２７年３月 
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 

設

営

開

始 

設

営

完

了 

          

撤

去 

 

＜出展配置＞ 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

出展期間 
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（４）審議事項 
 

 

１ 出展の考え方 

（１）本市の花・緑産業のＰＲ及び販路拡大に繋がる展示 

（２）市内産農産物の展示に加え、必要に応じてパネル、造形物等使用し来 

場者に対して出展テーマに沿った本市らしさが十分伝わるよう工夫 

すること。 

（３）農産物の品種は、発注者及び関係者との調整を経て決定するため、変

更する場合がある。 

 

２ 出展内容について（可能な範囲で以下の仕様を守ること） 

（１）出展に関する農産物等は川口市産を使用すること 

（２）鉄砲百合（市の花）、サザンカを使用すること 

（３）「安行の植木」、「赤山の枝物」を使用すること 

（４）植木、枝物には一部、伝統技術「根巻き」、「枝折り」技術を用いる事 

（５）川口盆栽を使用すること 

（６）川口農業ブランド認定を受けた農産物を使用すること 

（７）上記以外本市特産農産物を使用すること 

（８）上記選定、発注等については市内農業者（緑化団体）へ意見聴取、相 

談し本市緑化産業活性化に努めること。 

（９）の（８）相談先については、農政課と協議のうえ決定する。 
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３ 出展イメージについて 

<案１> 
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<案２> 
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議題４ 川口農業ブランド制度 令和８年度第１期申請農産物に 
対する意見について 

 

川口農業ブランド認定にあたり、提出された申請について、川口市ブランド推進協議会が一次審査

を実施した。 

第三者評価組織となる本審議会に対して評価依頼があった下記の１件の申請について意見をするこ

ととしたい。 
 

１ 川口農業ブランド制度の概要：１０ページのとおり 

 

２ 川口農業ブランド認定農産物：１１ページのとおり 

 

３ 令和８年度第１期申請物についての概要  

※敬称略 

 
 申請者（所属団体） 分類 名 称 申請区分 

１ 

中山 栄次 

（さいたま農業協同組合南部 

ブロック青壮年部安行支部） 

野菜 梨（彩玉） 認定替 

川口農業 

ブランド 

認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



川口農業ブランド推進協議会（以下、協議会）に加盟している団体の構成員であり、川口市に
住民登録されている農業者が生産した農産物（生産地は問わない）
※協議会は、農業関連団体等のうち参画を希望する団体で組織する。

～認定基準～

申請された農産物について、協議会が一次審査（書類審査等）を行ない、第三者評価組織の
評価を経て、協議会の認定会議で決定し、認定証等を交付する。
※第三者評価組織は、公平かつ信頼性の高い制度とするため、消費者等農業関係者以外の方
や農業有識者の意見も聴取できる体制を整えた組織とする。

～制度のあり方～ ※「農産物」とは、農業による生産物とし畜産物も含むもの。

～認定の種類～

川口市内の農業者によって生産された特に優れた農産物を“川口農業ブランド”として認定
し、付加価値を高めるとともに、市内外に情報発信することにより、市民をはじめとした消費
者の認知度、理解及び信頼を高め、需要の拡大を促進し、市内農業者の農業収入の増加に加え、
より意欲的な生産による営農の継続、更には担い手の育成に繋げ、本市農業の振興・発展に寄

与することを目的とするもの。

認定基準1～8の全8項目及び9又は
10に適合し、かつ、優良品認定を受け
て1年が満了した農産物

認定基準2.3.4及び.9又は10に適合、
かつ他の認定基準3項目も含め合計7項
目以上に適合し、推奨品認定を受けて、
1年が満了した農産物

認定基準2.3.4及び9又は10に適合、
かつ他の認定基準1項目も含め合計5項
目以上に適合している農産物

※認定基準のうち９については食用の農産物の必須項目で、１０については食用以外
の農産物（植木を中心とする花き）の必須項目。

目 的

選定・認定方法

期待する効果

１ 川口市長等が認定をした認定農業者が生産した農産物であること。

２ 川口市内で5年以上営農していること。

３ 農業関連団体1団体以上かつ、市内農業者3人以上の推薦を受けていること。

４ 高付加価値化・ブランド化しようとする農産物の今後の事業展開に明確なビジョン

が示されており、申請者の経験や実績又は今後の事業展開への意欲等から判断して、

将来にわたり安定的・継続的な販売が見込まれ、川口市のイメージ向上に加え、

地域振興及び活性化への貢献が期待できること。

５ 川口の気候と風土に適しており、川口の農業者の知恵と努力により育まれた農産物

であること。

６ 消費者や流通関係者から高い評価を受けていること。

７ 他の地域で生産、製造される類似の農産物と比較して、価格が適正であり、品質、

味見、機能や価格等の面で特筆すべきものがあること。

８ 価値に優れ、一定の品質・クオリティを保持できる体制（生産・販売手段、消費者

からのクレーム等への対応等）を有しており、需給バランスに沿って市民をはじめ

とする消費者に提供できるものであること。

９ 食用の農産物については、２年以上の良好な生産実績・生産履歴がありかつ関係法

令のほか、さいたま農業協同組合農産物直売所の基準に準じ、ポジティブリスト制度

（食品に残留する農薬等に関する制度）及びトレーサビリティ（食品の移動把握）を

遵守したうえで、生産履歴を記録し、必要に応じて提出ができること。

１０ 植木を中心とする花きについては、２年以上の良好な生産実績・生産履歴があること。

また、市内の農地での最低1年以上の良好な管理・生育実績（現在又は過去）があり、

生産履歴があることが必要であるが、播種や定植などから出荷までの期間が1年以内

である農産物についてはこの限りではない。

・ 信頼性の向上

・ 川口らしさの認知、川口への愛着

・ 農業者の生産に対する意識改革と

生産意欲の向上から担い手の育成へ

・ 農業収入の増加

★川口農業の活性化

川口農業ブランド認定の流れ

川口農業ブランド推進協議会

農業者
(申請者)

※他者等推薦必須
第三者評価組織

①申請 ⑤認定
③評価依頼

②一次審査 ④評価･意見

（推薦可）

対 象

１ 川口農業ブランド制度の概要
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２　川口農業ブランド認定農産物
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